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昨年（2022 年）12 月の中०、̏ߍߴ年生の記者が書
いた記事が SNSで話題になった。タイトルはʻ༑達と
の思い出写真は「Ճ޻後の顔」ばかり　元の写真も残
せば…ߍߴ生の後չʼ。記事は「ߍߴ生新ฉ
ONLinF」（ӡ営：ג式会社スクールパートナーズ）が
「YBIoo� ニュース」で഑信した。もともとは昨年 11月
に「ߍߴ生新ฉONLinF」で഑信されたものだったが、
１か月後に「YBIoo� ニュース」で഑信されたところ、໿
24時間で 1300 件を超えるコメントが寄せられたのだ。
記事はこんな書き出しで始まる。

ʻΠϯελάϥϜ΍πΠッλーʜʜͨࢲち͸೔ʑɺ4/4
Λͯͬ࢖いま͢ɻͦΜͳதɺ౰ͨΓલのΑ͏ʹށ࿭いͳ
ࣸ͘ਅՃ͢޻Δ人͕多いのͰ͸ɻՃࣸ޻ਅ͕あ;Ε͔͑
Δ今こͦɺՃٕ޻ज़の࢖いํΛݟ௚しͯΈまͤΜ͔ʁʼ
写真のՃ޻によってノートのෳ写が見やすくなると
言ٴする一方、過度にՃ޻した風景写真と実際の光景
とのҧいに落୾した話に触れ、こう続けている。
ʻՃ͢޻Ε͹͔Θいいإ΍美しいإɺए͑͘ݟΔإɺ
໘നいإʹͰ͖ま͢ɻ（தུ）ͨͩɺࢲ͸ࣗ෼ͨちの
ڃしͨ結Ռɺத学࣌୅のಉ࢒しͨࣸਅ͹͔Γ޻ΛՃإ
ੜͱのࢥいग़ࣸਅͰ͸ɺおޓいのݩのݟ͕إΕͳ͘ͳ
ͬͯしまいましͨɻݩのࣸਅΛ࢒しͯお͚͹Α͔ͬͨ
ͱޙչしͯいま͢ʼ
リアリズムをॏࢹする写真家や愛好家ならば、この
感想を読んで「շなり！」とකをଧつかもしれない。
スナップ撮影の෮ݖとばかりに喜ぶ人もいるだろう。
普段はਏޱな意見が目立つ「YBIoo� ニュース」のϢー
βーコメントも֓Ͷ好意的。私自身もこのニュースを
読んで、「ストレートなスナップ写真を見௚すいい機
会だ」とTXiUUFr に感想を投稿した͙らいだ。

˔ࣗ෼ͷը૾ΛՃ͢޻Δঁੑ͸ʮׂ̓௒ʯ
では、このエϐιードからए者たちの঻像ݖ意識に
何らかの大きな変Խがىきていると言えるのか。
ここで話を少し前に໭したい。私は前回（会報 178
߸）の連載で、写真のՃ޻を౰たり前だと捉えるए者
たちの঻像ݖ意識について言ٴした。
大ࡶ೺に言えば、こういうことだ。
SNS 時代にҭったए者たちは、զ々が想像する「リ

アルな自分」のほかに「人前でさらすためのリアルな
自分」が存在し、「リアルな自分」をさらすことに非
常に఍߅感がある。さらにアバターやメタバースの普
、によって、その動きはՃ଎するだろう。その結Ռٴ
঻像ݖに対する年഑者とए者の捉え方に解཭が進んで
いくにҧいないʕʕという話だ。
では、このߍߴ生新ฉの記事をܖ機に、ए者たちが

写真の記録性をॏんじ、リアルな素顔をさらす機会が
૿えていくのだろうか。
経ࡁ評࿦家の໳૔و史さんは「YBIoo� ニュース」で、

15 ～ 49 のঁ性を対象にしたアンケート調ࠪ（2022ࡀ
年̏月）を引༻し、こうコメントしている。
ʻ 4/4 ʹࣗ෼のը૾ΛΞッϓ͢ΔࡍɺՃ͢޻Δ人の
ׂ߹͸ׂ̓Λ௒͑ͯいͨɻएいੈ୅Λத৺ʹը૾ΛՃ
Έのը૾Λࡁ޻Δこͱ΍Ճ͢޻ 4/4 Ͱڞ༗͢Δこͱ
͸͢Ͱʹ一ൠԽしͭͭあΔͱい͑ΔͩΖ͏ʼ

˔ʮφνϡ੝ΓʯͰ঻૾ݖҙࣝ͸มΘΔʁ
やはり事はそう単७ではなさそうだ。だが私はある

コメントに注目した。
ʻΞメϦΧの 10 ୅ʹ͸ʮ੝Εͳいʯ4/4 し࢝ߦྲྀ͕
ΊͯおΓɺ; ੈ୅のՃ޻΁のํ͑ߟʹมԽ͕๚Εͯい
Δͱ͑ߟΒΕま͢ʼ
「YBIoo� ニュース」にこうコメントしたのは、ITジ
ϟーナリストの鈴木๎子さんだ。
ʻإՃ޻͸ϓϦϯτγーϧػʹ࢝まΓΞϓϦͰ΋ߦΘ

　εϚϗͱ 4/4શ੝の࣌代ʹεナοϓࣸਅをָしΉʹ͸Ͳ͏したΒΑ͍͔ʁͱ͍͏ςーϚͰ͓͍ئした࿈ࡌの࠷
ऴճɻࠤʑ໦޿ਓࢯʹΑΕ͹「एऀたち͸ɺ·ͬたくҧͬたルールͰ঻૾ݖを͍ͯ͑ߟる」ɻզʑͱ͸ผのՁ஋؍
を͍࣋ͬͯるਓʹΧϝラを͚޲るの͔ͩΒɺ૬खを஌Βͳ͚Ε͹τラϒル͸ඞࢸɻ͞ΒʹɺࣸਅՈͱඃࣸମͱ͍͏
౰ऀࣄͰ͸ͳ͍ɺࣸਅをݟた第ऀࡾのײ૝΋Өڹし͍ͯるͱ͍͍·͢ɻ͔ͭͯのεナοϓࣸਅのٞ࿦ͱ͸େきくҧ
͍·͢ɻ現ࡏのएऀの「঻૾ײ」をղઆし͍ͯたͩき·͢ɻ� ʢஶݖ࡞ҕһձʣ

著作権研究（連載54）
SNS 時代の肖像権とスナップ撮影 

〜「作家性」と同様に大事な「どう映るか」問題〜
佐々木広人（編集者／元『アサヒカメラ』編集長）

චऀ΋ਓؾͷΞϓϦʮ4/08ʯͰࣗࡱΓࣸਅΛ加ͯ͠޻Έͨ（ࣸ
ਅӈ）ɻ͔֬ʹʮࣸਅͷه࿥ੑʯ͸Ͳ͜΁΍Β、Ͱ͋Δɻ
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ΕΔΑ͏ʹͳΓましͨɻಈ෺のإʹͳΔΤϑΣΫτ͕
大ྲྀߦしͨࠒ͸ɺεϚϗのඪ४ΧメϥͰࡱӨ͢Δこͱ
Λʮ࣮ݱΧメϥʯͱݺぶߍߴੜ΋ɻͦのޙɺʮφνϡ
੝ΓʯͳͲ͞Γ͛ͳいՃߦྲྀ͕޻しɺࡏݱ͸ඪ४Χメ
ϥのํ͕いいͱ͏ݴ人ୡ΋૿͑ͯいま͢ʼ
ࣙ書サイト「8FCMio」によると、「ナチュ੝り」と
はԽহに関する༻ޠで「ナチュラルに੝る」ことをࢦ
すという。ए者たちが写真の過度なՃ޻に๞きたのか
どうかは定かではないが、自然なԋ出を選୒する機ӡ
がߴまっているとみていいだろう。
この鈴木さんの「ナチュ੝り」のࢦఠは、前出のߍߴ
生記者の「思い出写真でおޓいの元の顔が見れなくなっ
てしまった」という言ٴとซせて考えると実に興味ਂい。
「ナチュ੝り」の代表ྫは、すっͽんに近い（と思わ
せる）自然な感じで美しくԋ出されたメイク術だという。
ここで注目したいのは「自然な感じで美しいԋ出」。
そこには「美しさ」を一定程度ҡ持したいという意思
が存在する以上、໌けಁけな素顔をੵۃ的にさらそう
というものではない。だから、ストリートスナップな
どで、ϋプニンάに驚いてি撃をडけた表情や、意図
せずුかべた苦悶に満ちた表情を撮られることはもち
ろん想定外だ。
঻像ݖが侵֐されるか൱かの分ਫྮとしては、最ߴ
がࡋ 2005 年に示した判அがある。それは「被撮影者
の人格的རӹの侵֐が、社会生活上ड೜のݶ度を超え
るかどうか」。「自然な感じで美しく」ありたいए者た
ちの感覚からすれば、この঻像ݖ侵֐のج準は「話に
ならない」ほど௿いだろう。
もし撮影した写真にए者たちが映り込んでいて、そ
れが๏཯的には「セーフ」だったとしても、ए者たち
は「डけ入れ難い姿をさらされた」と感じ、それこそ
SNS上でҟٞ申し立てをするՄೳ性もある。あるいは
ԑもゆかりもない人たちが写真を見てҟٞ申し立てを
することもあり得るだろう。
そう、SNS 時代の表現で最も難しいのは、ୈ三者へ
の഑ྀにある。不特定多数の目にさらされることで౰
事者間の問題が「外野」の੠に振り回され、事態がѱ
Խしてしまうのだ。

˔൷൑΍ΫϨʔϜΑΓා͍΋ͷ
前々回（会報 177 ߸）の本連載でも触れたとおり、『ア

サώカメラ』の読者投稿写真がSNSで「Ԍ上」したのも、
被写体になった人たちの告発ではなく、ୈ三者の書き
込みがきっかけだった。
スナップ写真を撮影するにあたり、被写体あるいは
映り込んだ人物に഑ྀする写真家は多い。だが、SNS
全੝のこの時代に最もཹ意したいのは、展示・拡散し
た作品がୈ三者にどうडけとめられるかという点だ。
『アサώカメラ』の編集長時代、写真家と最もٞ࿦を
ॏͶたのはこの点であった。写真家としてはその１枚
を通して見せたい作品性がある。だが、その１枚が読
者のݏѱ感を催すきっかけにならないか、作品の世界
解させないか。編集者としては౰然、そޡ・を曲解؍

こをケアする。もちろん読者の作品の理解力によるとこ
ろは大きいし、「൷判なら؁んじてडける」と߽ޠした
写真家もいた。あえてڧ調しておくが、多くの編集者
はクレームがාいのではない。むしろ読者に作品性が
きちんと伝わらないことのほうがාいのだ。インターネ
ット社会では、曲解・ޡ解に൐うものであろうと、ひと
たびషられたෛのレッテルをফすのは容қではない。
೤৺な好事家が集う写真展や写真集とはワケがҧう。
だが、その写真集や写真展でさえ、今や SNSによる
告知・એ伝がܽかせない。もはやどのഔ体・場所であ
ろうと、発表する作品は不特定多数のୈ三者のࠩ؟し
にさらされるものだと考えるべきなのだ。

˔͍·Ұ౓͍ͨ͑ߟʮͲ͏өΔ͔ʯ໰୊
もっとも、写真家自身が「不特定多数のୈ三者の؟
ࠩし」で作品をۛ味できるかもしれないが、私として
はおすすめしない。写真家は作品への情೤や思いがڧ
く、ୈ三者的立場にはなりにくい。そこは編集者やΩ
ュレーター、デβイナーなどをڬむことが๬ましい。
それもSNS事情に精通した人ならなおいい。
これは小આやԻ楽の世界でも同様だ。素੖らしい作
品を世に送り出すにも、優れたプロデューサーや編曲
家・編集者をڬむことができれば、作品性をଛなうこ
となく伝えられるどころか、いっそう鮮やかなものに
ঢ՚させることだってՄೳだ。
ところで、以前から感じていたことだが、写真・カ
メラの界۾では「何を（何で）撮ったか」の話題が多く、
それが人々の目にどう映るのかについてのٞ࿦が๡し
かったように思う。このٞ࿦を活性Խすることで、঻
像ݖ問題へのޡ解はもちろん、写真家の作品への曲解
は多少なりともݮるのではないか。
スマートフォンར༻者が૿えたこともあって、今や
写真に触れる人ޱは༗史以来最多のはずである。この
ঢ়況を「１ԯ総写真家時代」とࢦఠしたメディアもあ
ったが、この先は「１ԯ総写真評࿦家時代」になるՄ
ೳ性も൱定できない。思い込みやޡ解・曲解にࠨӈさ
れないٞ࿦を通じ、݈全な写真文Խをҭむためにも、
写真をޠる開かれた場がཉしいところだ。そして日本
写真家協会こそがそのओ導໾をՌたすべきではないだ
ろうか。� （׬）

人（ささき・ひろと）޿ʑ໦ࠤ
式会社Ωュービック　エディトリアルג
デスク・ゼネラルマネージϟーʗג式会
社アーク・コミュニケーションズ取క໾
ʗઐम大学文学෦ࢣߨ。朝日新ฉ社・朝
日新ฉ出版で『ि刊朝日』෭編集長、『ア
サώカメラ』編集長、「AERA�EoU.」編集
長などを຿めた後、2021年̔月より現৬。
2012年新ޠ・ྲྀ行ޠ大৆トップテンをड
৆した「ऴ活」の発案者でもある。

˞�会報 174 ߸「著作ڀݚݖ」（連載 49）「写真の公ऺ送信のج本を
考える」にޡ植がありましたのでగਖ਼します。̥35ࠨ段 24行目
ਖ਼）「൜人を知った日から～」　　「～を知った日からࡑ൜」（ޡ
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